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１．１．１．１．    はじめにはじめにはじめにはじめに   

弊社では，吹付工法（ショットクリート）によるポーラスコンクリートの造成技術を開発している．ポーラス

コンクリートは，緻密なコンクリートをつくるのとは逆の考え方で、空隙を多くして，水を通すための連続空隙

を形成させた多孔質のコンクリートである．今回，吹付ポーラスコンクリートおよびＣ：Ｓ＝1：4 吹付モルタル

について各種試験を行った．本文は，これらの試験結果について報告するものである． 

２．２．２．２．    試験概要試験概要試験概要試験概要   

物性値の測定項目は，圧縮強度，透

水性，吸音率，光触媒能とし，吹付ポ

ーラスコンクリートおよび吹付モル

タルについて比較を行った．なお，セ

メントは普通ポルトランドセメント

（比重 3.16）を，骨材は，吹付ポーラ

スコンクリートでは粒径 3～5㎜に粒度調整された中国福建省産川砂（表乾比重 2.55），吹付モルタルでは海砂（洗

い砂 F.M2.5～3.1，表乾比重 2.53）を使用した． 

３．試験結果３．試験結果３．試験結果３．試験結果 

3.1圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度 

 試験は，JIS A 1107によった．

供試体寸法はφ5×10 とした．

表-3に試験結果を示す． 

 圧縮強度については，吹付ポ

ーラスコンクリートが吹付モ

ルタルを上回った。 

3.2透水性透水性透水性透水性 

 試験は，JIS A 1218に準じて

行った．供試体寸法はφ10×10

とした．表-4に試験結果を示す． 

 吹付ポーラスコンクリート

は礫に相当する高い透水係数

を示した．また，平均連続空隙

率は 21.4％であった． 
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表-1 吹付ポーラスコンクリート示方配合 

材料名 セメント（㎏） 粒度調整砂（㎏） W/C（％） 

1â当り配合量 200 1,600 40 

表-3 圧縮強度試験結果 

吹付ポーラスコンクリート 吹付モルタル 

供試体№ 
材令

（日） 
圧縮強度 

（N/㎜ 2） 

平均強度 

（N/㎜ 2） 

圧縮強度 

（N/㎜ 2） 

平均強度 

（N/㎜ 2） 

1 22.1 21.9 

2 24.6 22.4 

3 

28 

22.5 

23.1 

21.4 

21.9 

表-2 吹付モルタル示方配合 

材料名 セメント（㎏） 砂（㎏） W/C（％） 

1â当り配合量 420 1,680 50 

表-4 透水性試験結果 

吹付ポーラスコンクリート 吹付モルタル 

供試体№ 
水温 15℃に対

する透水係数

ｋ（㎝/sec） 

平均ｋ値 

水温 15℃に対

する透水係数

ｋ（㎝/sec） 

平均ｋ値 

1 5.40×10-1 － 

2 4.03×10-1 － 

3 3.39×10-1 

4.27×10-1 

－ 

測定不能 
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 3.3吸音率吸音率吸音率吸音率 

 試験は，JIS A 1405に準じて行った．供試体は，

吹付ポーラスコンクリート，吹付モルタルともに

φ9.5㎝，高さは 5㎝，7.5㎝，10㎝の３種類とし

た．図-1および図-2に試験結果を示す． 

 吹付モルタルが供試体の厚みに関係なく吸音

率 20％以下であった．吹付ポーラスコンクリート

では 500Hz前後の周波数に対し，供試体厚 5㎝お

よび 7.5㎝で高い吸音効果を示した．また，2000Hz

前後の周波数に対しては，厚み 10㎝で高い吸音効

果を示した． 

3.4光触媒能光触媒能光触媒能光触媒能 

 光触媒能の確認は，吹付ポーラスコンクリート，

吹付モルタルともに光触媒を塗布したものと塗布

しないものについて行った．光触媒として，アナ

タース型コーティング材を使用した．表-5に試験

結果を示す． 

吹付ポーラスコンクリート，吹付モルタルとも

に光触媒能が確認された． 

 

＜評価条件＞ 

ガス/濃度：ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｶﾞｽ/300ppm 

容器：3çにおい袋 

試料：1体 

光源：40Wブラックライト 

照射強度：1mＷ/㎝ 2 

 （㈱トプコン製 UVR-2にて測定） 

測定：ガスケット検知管№92L，92 

空試験：ガス単独にて試験 

                          （ ）内；浄化率 

４．おわりに４．おわりに４．おわりに４．おわりに 

 吹付ポーラスコンクリートと吹付モルタルの物性値比較を行ったが，吹付ポーラスコンクリートの物性値につ

いて下記の項目に要約することができる． 

1） 吹付ポーラスコンクリートの圧縮強度は，吹付モルタルと同等程度を期待することができる． 

2） 吹付モルタルと同等の強度を有しつつ，高い透水性を期待することができる． 

3） 吸音効果を期待することができる．ただし，吹付層厚により吸音周波数が変動するため，吸音版として使用

する場合は必要周波数帯域をカバーするよう層厚を変化させる必要がある． 

4） 吹付ポーラスコンクリート，吹付モルタルともに光触媒と組み合わせることにより大気浄化効果を期待する

ことができる． 

 

参考文献：1）玉井元治，田中光徳；軽石を用いたまぶしコンクリートの吸音特性,ｾﾒﾝﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ論文集№46,1992. 
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図-1 周波数と吸音率の関係（吹付ポーラスコンクリート） 
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図-2 周波数と吸音率の関係（吹付モルタル） 

表-5 光触媒能試験結果 

（初期濃度：300ppm） 

光触媒能 

アセトアルデヒドガス濃度（ppm） 
供試体

№ 
供試体内容 

光触媒

塗布 
暗所 16時間後 照射 20時間後 

Ａ 吹付ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ 有 20 2（99.3％） 

Ｂ 吹付ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ 無 19 8（97.3％） 

Ｃ 吹付モルタル 有 15 4（98.7％） 

Ｄ 吹付モルタル 無 14 7（97.7％） 

空試験 － － 295 150（50.0％） 
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